
八王子市社会福祉審議会 児童福祉専門分科会 

子どもにやさしいまちづくり部会 

平成２７年度 第１回会議 

配付資料 

（平成 27 年 10 月 5 日） 

 

 

○「子どもにやさしいまち」の実現をめざして 

○子どもの社会的包摂に関する地域指標 

○「子どもにやさしいまちづくり」がなぜ必要か 

○子どもにやさしいまち八王子！（井上会長提案資料） 

○奈良市子どもにやさしいまちづくり条例 概要版 

○参考資料：ユニセフ「子どもにやさしい“まち”」をつくるために 

ユニセフ「子どもの権利条約」 

 

 

その他配布物 

○部会委員名簿 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



表１．【参考】子どもの社会的包摂に関する地域指標 

～コミュニティ形成を基盤として子どもにやさしいまちづくりを探究するために～ 

１．子どもの生命…かけがえのない生命であり固有の物語を生きる存在である子ども一人ひ 

とりを慈しみ尊重していくこと 

１－１ 子どもがその生命や存在（アイデンティティ）を脅かされる状況（例えば、虐待・暴 

力・いじめ、差別、ネグレクト・孤独、過干渉・管理、危険・脅威等）に陥っていないか 

１－２ 生命や存在が脅かされる危険にあるとき、子ども自身で助けを求めることのできる身

近な支援者や救済機関（子どもオンブズマン等）が確保されているか 

１－３ 子どもの身近なところに、伸び伸びと遊び、自然に触れ、ゆっくり休息を取るなど、 

自分らしく・安心して過ごすことのできる場所（地域の拠点）が十分に確保されているか 

１－４ 地域の人びとによって日頃から、さまざまな子どもを決して排除することなく、あたた 

かく見守り包摂していこうとする態度や取り組みが行われているか 

２．子どもの暮らし…子どもの育ちに欠かせない衣食住等の生活財や環境の豊かさを途切ら 

すことなく確実に整えていくこと 

２－１ 子どもは栄養のある食事、安心して過ごすことのできる住居、年齢に応じた日用品等 

が与えられるなど、身近な保護者や地域の人びとによって大切に育てられているか 

２－２ 子どもの身近な保護者の安定的な養育能力（基本的ケア・情緒的温かさ・刺激等）が

確保されているか。また、そのために必要な支援を受けることができているか 

２－３ 子どもはさまざまな情報に触れ、また望ましくない情報から守られるなど、有意義な 

情報に接する機会が与えられ育つことができているか 

２－４ 子どもの地域生活圏は、自然に触れたり、スポーツや文化活動に取り組めるなど、子ど 

もにとって実りの多い魅力的な場所となっているか 

３．子どもの人生…子どもがこれからの人生を主体的に生きていくため、他者とのつながり

など生きていく糧となる出来事を育んでいくこと 

３－１ 子どもは自らの価値観の広がりに寄与するような、多様な人とのつながり（異年齢集 

団、異文化・他宗教他）に触れる機会をもって生きることができているか 

３－２ 子どもの身近なところに子どもの思いや考えを受け止め、その声を聴こうとする人び

とや場面があり、子どもは自分の意見を伝え、気持ちや考えを表現することができている

か 

３－３ 子どもが物事を自分で決めたり・大切な決定に参加するなど、主体的に活動して生き 

ていくことのできる場面が十分に確保されているか 

３－４ 子どもは自分がその時にやりたいと思ったことをあきらめることなく取り組み、日々成 

長していることを実感し、おとなになることへ希望を抱くことができているか 

 （出典：大妻女子大学 加藤悦雄氏 2015：10‐11） 

 



「子どもにやさしいまちづくり」がなぜ必要か 

 
■「子どもにやさしいまちづくり」がなぜ必要か 

子どもの現状・課題 

子どもの最善の利益とは？ 

 

～ 現代における子どもの生きづらさ ～ 

【現状】 

・空間的生きづらさ 

子どもの冒険心や好奇心が試される遊びの機会や場の減少 

子どもが自分で遊びを考える外遊びの場の減少（公園・通学路の野原） 

保育園の子どもの声が騒音に 

住宅事情 

・時間的生きづらさ 

 大人の生活に合わせた生活リズム 

進学のための多忙な塾通い 

 子どもの可能性が育つ自由な時間（好きなことを好きなだけ） 

・ともに生きる仲間や子どもによりそう地域の大人の存在の減少 

 少子化により子ども自体の数が減少（限られた子どもが同じ空間で育つ） 

 地域の大人たちが子どもに関わる機会の減少（おかえりなさい） 

・家庭の変容 

 両親のワークライフバランスと子どもと関わる時間・関心の減少 

 子育ての知恵の伝承 

 孤独な子育て・兄弟姉妹など子ども同士のふれあいの減少 

・社会的排除 

 もっとも安全であるべき家庭の機能不全 

 学校でのいじめ（スクールカースト） 

 生まれ育った環境による進学意欲・将来の希望の差 

家族や地域からこぼれ落ち、排除され、行き場のない子どもや若者 

・安心・安全 

 子どもを見守る社会の目の減少 

デジタル社会の利便性と子どもたち 

・大人自身の子ども観・若者観 

 「あるべき」「健全育成」「大人の都合の保育」「権利義務」 

子どもが自分自身の人生を手にするためのサポートへ 

・自治体の次世代育成への姿勢 

 「子育てをしている保護者にやさしいまちづくり」が先行 

  国の少子化対策が、自治体の政策形成に影響 

 

■子どもが主役のまちづくりのあるべき姿 

子どもをもっぱら保護や対策の対象として取り扱うだけでなく、 

子ども自身が、コミュニティの中で、大人の支援を受けながらも、大人との情報交換により自分

達がこれから暮らしていくまちを考えるために必要な環境の整備 

 



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 


